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の進展に伴い、構造物や圧力容器

等はより大型化あるいは高圧化さ

れるようになり、溶接構造物･圧

力容器等の安全性を高めるためにも、より一層

溶接性､切欠き靭性の優れた鋼板が要求されてお

ります。

	

当社では、このような時代の要求にお応えするた

め、長年の研究と蓄積した製造技術により、590

〜1180N/mm2級の広い範囲の高張力鋼板を、

用途に応じて開発し、「JFEーHITEN」の商品名

で、各方面でご愛顧頂いております。

	

その用途は、船舶、貯蔵タンク、球形タンク、

圧力容器、橋梁、ペンストック、車両、建設機

械、産業機械、海洋構造物等々、多岐にわたりま

すが、各分野でその真価を発揮しております。

	

ここに「JFEーHITEN」シリーズの特長と性能を

ご紹介いたします。
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JFE の高張力鋼板（JFE ー HITEN）

● 重量の軽減に貢献します。
JFEーHITEN は、必要に応じ若干の合金元素を添加した低合金系

高張力鋼板で、TMCP または焼入れ−焼戻しにより、各規格に

対応した高い強度を付与してあります。この結果、構造物の重量

をいちじるしく軽減することができます。
　 	

● 溶接性が優れています。
JFEーHITEN は、特に溶接性を考慮して、炭素当量を極力低く

抑えた独自の成分設計を行っています。さらに、この鋼板の溶接

に最適な溶接材料を開発し、生産しておりますので、鋼板、溶接材料

の両面から安心してご使用いただくことができます。
	
● 靭性に富んでいます。
JFE ーHITEN は、化学成分を厳密にコントロールし、適切な

熱処理条件を選択することによって、靭性に富んだ材料になって

います。それによって、脆性破壊に対して信頼性の高い構造物を

構築することができます。
	
● 材質が均一で表面が美麗です。
JFE ーHITEN は、高度の技術管理のもとで製造しております

ので、材質面、形状面での均一性がきわめて良好です。また、

スラブ加熱から圧延工程にいたる間のスケール抑制・除去、無酸化雰

囲気炉による熱処理等により、表面が平滑で美麗です。

● 加工性が良好です。
JFEーHITENは、延性の良好な材料ですから、曲げ加工はもちろん、

穴あけ、切削などの機械加工性に優れています。

● 広幅、長尺鋼板を提供出来ます。
JFEーHITENは、最大幅5,350ｍｍ、最大長さ27,000ｍｍの広幅、

長尺鋼板の製造が可能です。工作数の低減等に役立ちますので、

非常に経済的な鋼板です。	
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代表的な製造可能規格グレードを下表に示します。

JFE-HITEN高張力鋼板2

用途・種別 JIS ASTM EN WES  ** 船級 *** JFE規格

構造用

鋼板

590N/mm2級

G 3106 SM570* A678 Gr.C
 Gr.D
A841

HW 450
HW 450CF

A47
D47
E47
F47

JFEーHITEN570U2
JFEーHITEN570E
JFEーHITEN590S
JFEーHITEN590SL
JFEーHITEN590AZ
JFEーHITEN590
JFEーHITEN590U2
JFEーHITEN590E

HW 490
HW 490CF

A51
D51
E51
F51

JFEーHITEN610
JFEーHITEN610U2
JFEーHITEN610E

690N/mm2級

HW 550
HW 620

A56
D56
E56
A63, 63N
D63, 63N
E63

JFEーHITEN690S
JFEーHITEN690
JFEーHITEN690M
JFEーHITEN710
JFEーHITEN710M

780N/mm2級

G 3128 
     SHY685
     SHY685N
     SHY685NS

A514
A709 Gr.100

HW 685 A70, 70N
D70, 70N
E70, 70N
F70, 70N

JFEーHITEN780EX
JFEーHITEN780S
JFEーHITEN780LE
JFEーHITEN780M

980N/mm2級
HW 885 JFEーHITEN980S

JFEーHITEN980

圧力

容器用

鋼板

590N/mm2級

G 3115 SPV450
G 3124 SEV345

A537 Cl. 2
A738 Gr.B
A841

EN10028 
     P460N

HW 450 KPV46 JFEーHITEN570U2
JFEーHITEN570E
JFEーHITEN590
JFEーHITEN590U2
JFEーHITEN590E

G 3115 SPV490 HW 490 KPV50 JFEーHITEN610
JFEーHITEN610U2
JFEーHITEN610E

690N/mm2級 A543 Cl. 1 HW 620 JFEーHITEN690M

780N/mm2級
A517
A543 Cl. 2

HW 685 JFEーHITEN780M

980N/mm2級 HW 885 JFEーHITEN980

*	 SM570規格をベースとした、溶接施工性に優れた JFE独自商品、SM570TMC、SM570TMC-LB、
SM570-EX、SM570-EGにつきましては、カタログ「JFEの橋梁用鋼板」をご覧下さい。

**	（一社）日本溶接協会規格（WES）の場合、「承認・認定一覧」で示します JFE規格鋼種が適用されます。
***	各船級の承認条件は「承認・認定一覧」をご覧下さい。

公的規格をご使用の場合でも、用途、性能に応じた JFE鋼種を揃えていますので、ご相談のうえ、ご指定下さい。

JFE の代表的高張力鋼板規格
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JFE−HITENは、幅広い用途に対応した、広い強度範囲の品種シリーズから構成されています。

以下に、JFE−HITEN規格とその特長をご紹介いたします。

このHITENシリーズのほかに、JIS、ASTM、ASME、DIN など国内外の公的規格に対応する場合でも、お客様の仕様

に合わせて対応することも可能ですので、事前にご相談下さい。

JFE-HITEN高張力鋼板 3

用途・種別 JIS ASTM EN WES  ** 船級 *** JFE規格

構造用

鋼板

590N/mm2級

G 3106 SM570* A678 Gr.C
 Gr.D
A841

HW 450
HW 450CF

A47
D47
E47
F47

JFEーHITEN570U2
JFEーHITEN570E
JFEーHITEN590S
JFEーHITEN590SL
JFEーHITEN590AZ
JFEーHITEN590
JFEーHITEN590U2
JFEーHITEN590E

HW 490
HW 490CF

A51
D51
E51
F51

JFEーHITEN610
JFEーHITEN610U2
JFEーHITEN610E

690N/mm2級

HW 550
HW 620

A56
D56
E56
A63, 63N
D63, 63N
E63

JFEーHITEN690S
JFEーHITEN690
JFEーHITEN690M
JFEーHITEN710
JFEーHITEN710M

780N/mm2級

G 3128 
     SHY685
     SHY685N
     SHY685NS

A514
A709 Gr.100

HW 685 A70, 70N
D70, 70N
E70, 70N
F70, 70N

JFEーHITEN780EX
JFEーHITEN780S
JFEーHITEN780LE
JFEーHITEN780M

980N/mm2級
HW 885 JFEーHITEN980S

JFEーHITEN980

圧力

容器用

鋼板

590N/mm2級

G 3115 SPV450
G 3124 SEV345

A537 Cl. 2
A738 Gr.B
A841

EN10028 
     P460N

HW 450 KPV46 JFEーHITEN570U2
JFEーHITEN570E
JFEーHITEN590
JFEーHITEN590U2
JFEーHITEN590E

G 3115 SPV490 HW 490 KPV50 JFEーHITEN610
JFEーHITEN610U2
JFEーHITEN610E

690N/mm2級 A543 Cl. 1 HW 620 JFEーHITEN690M

780N/mm2級
A517
A543 Cl. 2

HW 685 JFEーHITEN780M

980N/mm2級 HW 885 JFEーHITEN980

強度水準

（N/mm2）
規格名

適用厚さ

（ｍｍ）

降伏強さ下限

（N/mm2）*
引張強さ

（N/mm2）*
特長と主な用途

590

JFEーHITEN590

JFEーHITEN610

JFEーHITEN570U2

JFEーHITEN590U2

JFEーHITEN610U2

JFEーHITEN570E

JFEーHITEN590E

JFEーHITEN610E

6〜 150

6〜 150

6〜 100

6〜 75

6〜 75

6〜 100

6〜 75

6〜 75

450

490

460

450

490

460

450

490

590〜 710

610〜 730

570〜 700

590〜 710

610〜 730

570〜 700

590〜 710

610〜 730

橋梁、ペンストック、タンク、海洋構造物等用

高張力鋼板

U2 ： 耐溶接低温割れ性に優れた
　　　高施工型高張力鋼板

E　 ： 耐溶接低温割れ性に優れ、かつ
  大入熱溶接の可能な高張力鋼板

JFEーHITEN590S

JFEーHITEN590SL

6〜 40

6〜 50

450

450

590〜 710

590〜 710

S　 ： 建設機械、産業機械用非熱処理型
　　 高張力鋼板
SL  ： 低温靭性（－40℃）に優れた上記と
　  同じ用途の非熱処理型高張力鋼板

690

JFEーHITEN690

JFEーHITEN710

6〜 100

6〜 108

590

620

690〜 820

710〜 840
タンク、海洋構造物等用、Ni無添加型の
高張力鋼板

JFEーHITEN690M

JFEーHITEN710M

6〜 100

6〜 100

590

620

690〜 820

710〜 840
橋梁､ペンストック､タンク等用の低炭素

当量、Ni添加型高張力鋼板

JFEーHITEN690S 6〜 25 550 690〜 830
添加元素を低減し、強度に主眼を置いた

建設機械用非熱処理型高張力鋼板

780

JFEーHITEN780M 6〜 150 685 780〜 930
橋梁、ペンストック、海洋構造物等用の

Ni添加型高張力鋼板

JFEーHITEN780EX 6〜 60 685 780〜 930 橋梁用予熱低減型高性能高張力鋼板

JFEーHITEN780S 5〜 160 685 780〜 930
添加元素を低減し、強度に主眼を置いた

建設機械用高張力鋼板

JFEーHITEN780LE 5〜 203.2 685 780〜 930
溶接性、低温靭性（－40℃）に優れた
建設機械、産業機械用高張力鋼板

980

JFEーHITEN980 6〜 120 885 950〜 1130
強度、溶接性、靭性に優れたペンストック用

高張力鋼板

JFEーHITEN980S 5〜 50.8 885 950〜 1130 建設機械、産業機械用高張力鋼板

JFEーHITEN980LE 5〜 101.6 900 980〜 1150
低温靭性（－40℃）に優れた建設機械、
産業機械用高張力鋼板

JFEーHYD960LE 5〜 63.5 960 980〜 1150
980、980Sよりも高い降伏応力をもち、溶接性、
低温靭性（－40℃）に優れた
建設機械、産業機械用高張力鋼板

1180 JFEーHYD1100LE 12〜 32 1100 1180〜 1500
高い降伏応力をもち、溶接性、

低温靭性（－40℃）に優れた
建設機械、産業機械用高張力鋼板

JFE ー HITEN の種類

Ｊ
Ｆ
Ｅ-

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
の
種
類

備考：当カタログに記載されている化学成分は、全て溶鋼分析によるものです。
*  板厚により当管理値よりも低い場合があります。



転　炉

高　炉

造　塊

鍛　造

スラブ

分　塊

連続鋳造

電気炉

溶銑脱硫・脱燐

脱ガスなど炉外精錬　

スクラップ

脱ガス 脱ガス・加熱 VADなど

製

　
銃

製

　
鋼

高炉

転炉

6,000トン鍛造プレス

連続鋳造

JFE-HITEN高張力鋼板4

製

　

造

　

工

　

程

製 造 工 程



スラブ

4重逆転式仕上圧延機

ショットブラスト

超音波探傷

塗　装

切断（シャー、ガス切断など）

熱処理（焼準、焼入れ、焼戻しなど）

加　熱

表　示

出　荷

検査（外観・寸法）

材料試験

加速冷却

圧

　延

圧延機

熱処理設備

super -OLAC®

JFE-HITEN高張力鋼板 5

製

　

造

　

工

　

程
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最大製品寸法 

 非熱処理材 
商品長さ　：　ｍ

最

大

製

品

寸

法

注）  １．斜線部　　   は、最大商品長さをAm、ただし、Bm＜ 商品長さ＜6.1mの鋼板は製造できないことを示します。
　　 ２．最小寸法は幅１m×長さ３mです。
　　 ３．幅5201〜 5350mmについては、ご注文に際し事前にご相談下さい。 

幅 mm

厚さ mm

1000
〜

1400

1401
〜

1600

1601
〜

1800

1801
〜

2000

2001
〜

2200

2201
〜

2400

2401
〜

2600

2601
〜

2800

2801
〜

3000

3001
〜

3200

3201
〜

3400

3401
〜

3600

3601
 〜 

3800

3801
 〜

4000

4001
 〜 

4200

4201
 〜 

4400

4401
 〜 

4600

4601
〜 

4800

4801
〜 

5000

5001
〜 

5200

5201
〜 

5300

5301
〜

5350

6.0〜 6.9

25

22 22 19 16 13.5 13.5

7.0〜 9.0 22 20 16 13.5 13.5

 9.1〜 11.9 20 20 20 16

12.0〜 13.9 22 16

14.0〜 25.0 25 16

25.1〜 28.0
27

25 16

28.1〜 32.0 　25 24 23 20 16

32.1〜 38.0  25 24 23 22 21 20 19 18 16

38.1〜 45.0 24 23 23 20 19 19 18 17 16 16 16

45.1〜 50.0 25 23 22 21 20 20 18 17 16 16 15 14 14 14

50.1〜 55.0 24 24 21 21 20 19 18 18 16 16 15 14 14 13 13 13

55.1〜 60.0 24 22 21 19 19 17 16 16 15 14 13 13 12 12 12 11

60.1〜 65.0 24 23 21 20 18 18 17 16 15 15 14 13 12 12 11 11 10 9.5

65.1〜 70.0 24 24 22 21 19 18 17 16 15 14 14 13 12 12 11 11 10 10 9.5

70.1〜 75.0 24 23 24 23 21 20 18 17 15 15 15 14 13 13 12 11 11 10 10 9.2 9 8.5

75.1〜 80.0 23 23 22 21 21 19 18 17 15 14 14 13 12 12 11 11 10 10 9.6 9.2 9 8.5

80.1〜 90.0 20 20 20 19 19 17 16 15 14 13 12 11 11 10 10 9.7 9.2 8.8 8.5 8.2 8 7.5

　90.1〜 100.0 18 18 18 17 17 15 14 13 12 11 11 10 10 9.6 9.1 8.7 8.3 8 7.6 7.3

100.1〜 110.0 16 16 16 16 15 14 13 12 11 10 10 9.7 9.1 9 8.3 8 7.6 7.2 7
6.7  
 5.8

110.1〜 120.0 15 15 15 14 14 13 12 11 10 10 9.4 8.8 8.4 8 7.6 7.2
6.9 
  6.0

6.6     
 5.8

6 6

120.1〜 130.0 14 14 14 13 13 12 11 10 9.8 9.2 8.6 8.2 7.7 7.3 7.0 
6.7 
  5.8

6 6 5.1 5.3

130.1〜 140.0 13 13 13 12 12 11 10 9.7 9 8.5 8 7.5 7.1 7 6 6 5.1 5.1 5.1 5.3

140.1〜 150.0 12 12 12 11 11 10 9.7 9.1 8.4 7.9 7.4 7
6.7 
  5.8

6 6 5 5 5

A B



JFE-HITEN高張力鋼板 7

熱処理材
商品長さ　：　ｍ

注）  １．斜線部　　   は、最大商品長さをAm、ただし、Bm＜ 商品長さ＜6.1mの鋼板は製造できないことを示します。
　　 ２．最小寸法は幅１m×長さ３mです。
　　 ３．幅5201〜 5350mmについては、ご注文に際し事前にご相談下さい。 

最

大

製

品

寸

法

幅 mm

厚さ mm

1000
〜

1600

1601
〜

1800

1801
〜

2000

2001
〜

2200

2201
〜

2400

2401
〜

2600

2601
〜

2800

2801
〜

3000

3001
〜

3200

3201
〜

3400

3401
〜

3600

3601
〜

3800

3801
〜

4000

4001
〜

4200

4201
〜

4400

4401
〜

4600

4601
〜

4800

4801
〜

5000

5001
〜

5200

5201
〜

5300

5301
〜

5350

6.0〜 6.9 22 20 15 13

7.0〜 7.9 24 22 20 15

8.0〜 8.9 22 18 16 13 11

9.0〜 9.9 22 20 16 12

10.0〜 11.9 22 20 18

協
議
範
囲

12.0〜 13.9 22

14.0〜 26.0
25

26.1〜 28.0

28.1〜 30.0 24 24 22

30.1〜 35.0 24 24 23 22 21 21 20

35.1〜 40.0 24 23 22 21 20 19 18 18 17

40.1〜 45.0 23 22 20 19 19 18 17 16 16 15

45.1〜 50.0 23 22 20 19 18 17 17 16 15 15 14 14

50.1〜 60.0 24 24 22 20 19 18 17 16 15 14 14 13 13 12 11 11

60.1〜 70.0 23 20 24 22 20 19 17 16 15 14 14 13 12 12 11 11 10 10 10

70.1〜 80.0 22 20 18 21 19 18 16 15 14 13 13 12 11 11 10 10 9.7 9.3 8.9 8.7

80.1〜 90.0 20 18 16 19 17 16 14 13 13 12 11 10 10 9.8 9.4 8.9 8.5 8.3 7.9

90.1〜 100.0 18 16 14 17 15 14 13 12 11 10 10 9.8 9.3 8.8 8.4 8.0 7.7 7.3 7.0

100.1〜 110.0 16 14 13 15 14 13 12 11 10 9.9 9.4 8.8 8.4 8.0 7.6 7.3
6.9

6.0
6.6

5.7
6.4

5.5

110.1〜 120.0 15 13 12 14 13 11 11 10 9.7 9.1 8.5 8.1 7.7 7.3
6.9

6.0
6.6

5.7
6.3

5.8
5.2

120.1〜 130.0 13 12 11 13 11 11 10 9.5 8.9 8.3 7.9 7.3 7.0 6.7
6.4

5.5
5.2 5.0

130.1〜 140.0 11 10 9.7 11 10 9.7 9.4 8.7 8.2 7.7 7.2 6.8
6.5

5.6
5.3 4.8

140.1〜 150.0 10 10 9.6 10 9.7 9.4 8.7 8.1 7.6 7.1 6.7
6.4

5.5
5.2 4.9

A B



このシリーズは、橋梁、円筒形および球形貯蔵タンク、機械構造用など幅広い用途に使用される標準型高張力鋼板です。

成分的には、Si −Ｍｎ系を中心に、板厚に応じて若干の合金元素を添加し、溶接性を改善するため、炭素当量を低く抑えた溶接性に

JFE ー HITEN590、690 シリーズ

JFE ー HITEN780 シリーズ　及び　JFE ー HITEN980

780Mは、炭素当量を低く抑えていますので、一層優れた低温靭性と溶接性を持ち、橋梁、ペンストック、海洋構造物などに幅広

く使用され、寒冷地における用途にも適しています。

980は、構造物の軽量化、施工工数の低減から、各用途で更なる高張力化が検討され、それに応えるべく開発された最高強度の高

JFE-HITEN高張力鋼板8

規格名
（適用板厚 ｍｍ） 熱処理

化　　学　　成　　分　　（％） 引　　張　　試　　験＊ 1） 曲げ試験（180°）＊ 2） シャルピー衝撃試験（２ｍｍ V）＊ 3）

板厚
（ｍｍ）

C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V Nb B
Ceq

PCM

降伏点又は耐力 引張強さ

（N/mm2）

伸び 曲げ半径 試験温度 吸収
エネルギー
（J）

板厚
（ｍｍ）

板厚
（ｍｍ）

（N/mm2）
板厚

（ｍｍ）
（％）

試験片 板厚
（ｍｍ）

（試験片
1号）

板厚
（ｍｍ）

（℃）

JFEーHITEN780M
（6〜 150）

焼入　
焼戻し

ｔ≦ 100
100<t

≦ 0.14
≦ 0.18

≦ 0.35
≦ 0.35

≦ 1.20
≦ 1.20

≦ 0.015
≦ 0.015

≦ 0.015
≦ 0.015

≦ 0.50
≦ 0.50

0.30/1.50
0.30/1.50

≦ 0.70
≦ 0.80

≦ 0.60
≦ 0.60

≦ 0.05
≦ 0.05

ー
ー

≦ 0.005
≦ 0.005

　　  t≦ 50
  50< t≦ 100
100< t

≦ 0.53
≦ 0.57
≦ 0.62

≦ 0.30
≦ 0.32
ー

　   t≦ 75
75< t

≧ 685
≧ 665 780/930

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 16
≧ 24
≧ 16

5号
5号
4号

　  t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12<t≦ 32
32<t≦ 50
50<t

－ 20
－ 25
－ 35

≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN980
（6〜 120）

焼入　
焼戻し

ー ≦ 0.14 ≦ 0.35 ≦ 1.20 ≦ 0.010 ≦ 0.005 ≦ 0.70 ≦ 4.00 ≦ 0.80 ≦ 0.80 ≦ 0.15 ≦ 0.02 ≦ 0.005
　　  t≦ 50
  50< t≦ 100
100< t

≦ 0.59
≦ 0.62
≦ 0.71

≦ 0.29
≦ 0.33
≦ 0.36

　   t≦ 75
75< t≦ 100

100< t

≧ 885
≧ 865
≧ 865

950/1130
950/1130
930/1110

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 12
≧ 19
≧ 12

5号
5号
4号

　   t≦ 32
32< t

2.0t
2.5t 12<t － 60 ≧ 47

JFE ー HITEN 規格

Ｊ
Ｆ
Ｅ-

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
規
格

規格名
（適用板厚 ｍｍ） 熱処理

化　　学　　成　　分　　（％） 引　　張　　試　　験＊ 1） 曲げ試験（180°）＊ 2） シャルピー衝撃試験（２ｍｍ V）＊ 3）

C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V Nb B PCM

降伏点又は耐力 引張強さ

（N/mm2）

伸び 曲げ半径 試験温度 吸収  
エネルギー
（J）

板厚
（ｍｍ）

板厚
（ｍｍ）

（N/mm2） 板厚
（ｍｍ）

（％） 試験片
板厚

（ｍｍ）
（試験片
   1号）

板厚
（ｍｍ）

（℃）

JFEーHITEN590
（6〜 150）

焼入　
焼戻し

≦ 0.16 0.15/0.55 ≦ 1.50 ≦ 0.025 ≦ 0.015 ≦ 0.30 ≦ 1.00 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.08 ー ー
　   t≦ 50
50< t≦ 75
75< t

≦ 0.44
≦ 0.46
≦ 0.48

≦ 0.26
≦ 0.28
≦ 0.28

ー ≧ 450 590/710
　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

－ 1.5t 12<t － 10 ≧ 47

JFEーHITEN610
（6〜 150）

焼入　
焼戻し

≦ 0.16 0.15/0.55 ≦ 1.50 ≦ 0.025 ≦ 0.015 ≦ 0.30 ≦ 1.00 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.08 ー ー
　   t≦ 50
50< t≦ 75
75< t

≦ 0.45
≦ 0.47
≦ 0.49

≦ 0.26
≦ 0.28
≦ 0.28

　   t≦ 75
75< t

≧ 490
≧ 470 610/730

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 19
≧ 27
≧ 19

５号
５号
４号

－ 1.5t 12<t≦ 32
32<t

－ 10
－ 15

≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN690
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.16 ≦ 0.35 ≦ 1.20 ≦ 0.025 ≦ 0.015 ≦ 0.40 ≦ 1.00 ≦ 0.70 ≦ 0.50 ≦ 0.08 ー ≦ 0.005 　   t≦ 50
50< t

≦ 0.54
≦ 0.58

ー
ー

　   t≦ 75
75< t

≧ 590
≧ 570 690/820

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 17
≧ 25
≧ 17

５号
５号
４号

　   t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12<t≦ 32
32<t≦ 50
50<t

－ 15
－ 20
－ 30

≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN710
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.16 ≦ 0.35 ≦ 1.20 ≦ 0.025 ≦ 0.015 ≦ 0.40 ≦ 1.00 ≦ 0.70 ≦ 0.50 ≦ 0.08 ー ≦ 0.005 　   t≦ 50
50< t

≦ 0.55
≦ 0.59

ー
ー

　   t≦ 75
75< t

≧ 620
≧ 600 710/840

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 17
≧ 25
≧ 17

５号
５号
４号

　   t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12<t≦ 32
32<t≦ 50
50<t

－ 15
－ 20
－ 30

≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN690M
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.14 ≦ 0.35 ≦ 1.20 ≦ 0.015 ≦ 0.015 ≦ 0.40 0.30/1.30 ≦ 0.70 ≦ 0.50 ≦ 0.05 ー ≦ 0.005 　   t≦ 50
50< t

≦ 0.53
≦ 0.57

ー
ー

　   t≦ 75
75< t

≧ 590
≧ 570 690/820

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 17
≧ 25
≧ 17

５号
５号
４号

　   t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12<t≦ 32
32<t≦ 50
50<t

－ 15
－ 20
－ 30

≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN710M
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.14 ≦ 0.35 ≦ 1.20 ≦ 0.015 ≦ 0.015 ≦ 0.40 0.30/1.30 ≦ 0.70 ≦ 0.50 ≦ 0.05 ー ≦ 0.005 　   t≦ 50
50< t

≦ 0.53
≦ 0.57

ー
ー

　   t≦ 75
75< t

≧ 620
≧ 600 710/840

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 17
≧ 25
≧ 17

５号
５号
４号

　   t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12<t≦ 32
32<t≦ 50
50<t

－ 15
－ 20
－ 30

≧ 47
≧ 47
≧ 47



優れた高張力鋼板です。 このうち、‘Ｍ’シリーズは、炭素当量をさらに低く設計していますので、溶接性と低温靭性に優れた高張

力鋼板で、ペンストック、海洋構造物など寒冷地における用途にも適しています。

張力鋼板です。

合金元素の最適化により溶接性を考慮しており、特にペンストック等の高度な低温靭性が必要な構造物に適しています。
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規格名
（適用板厚 ｍｍ） 熱処理

化　　学　　成　　分　　（％） 引　　張　　試　　験＊ 1） 曲げ試験（180°）＊ 2） シャルピー衝撃試験（２ｍｍ V）＊ 3）

板厚
（ｍｍ）

C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V Nb B
Ceq

PCM

降伏点又は耐力 引張強さ

（N/mm2）

伸び 曲げ半径 試験温度 吸収
エネルギー
（J）

板厚
（ｍｍ）

板厚
（ｍｍ）

（N/mm2）
板厚

（ｍｍ）
（％）

試験片 板厚
（ｍｍ）

（試験片
1号）

板厚
（ｍｍ）

（℃）

JFEーHITEN780M
（6〜 150）

焼入　
焼戻し

ｔ≦ 100
100<t

≦ 0.14
≦ 0.18

≦ 0.35
≦ 0.35

≦ 1.20
≦ 1.20

≦ 0.015
≦ 0.015

≦ 0.015
≦ 0.015

≦ 0.50
≦ 0.50

0.30/1.50
0.30/1.50

≦ 0.70
≦ 0.80

≦ 0.60
≦ 0.60

≦ 0.05
≦ 0.05

ー
ー

≦ 0.005
≦ 0.005

　　  t≦ 50
  50< t≦ 100
100< t

≦ 0.53
≦ 0.57
≦ 0.62

≦ 0.30
≦ 0.32
ー

　   t≦ 75
75< t

≧ 685
≧ 665 780/930

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 16
≧ 24
≧ 16

5号
5号
4号

　  t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12<t≦ 32
32<t≦ 50
50<t

－ 20
－ 25
－ 35

≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN980
（6〜 120）

焼入　
焼戻し

ー ≦ 0.14 ≦ 0.35 ≦ 1.20 ≦ 0.010 ≦ 0.005 ≦ 0.70 ≦ 4.00 ≦ 0.80 ≦ 0.80 ≦ 0.15 ≦ 0.02 ≦ 0.005
　　  t≦ 50
  50< t≦ 100
100< t

≦ 0.59
≦ 0.62
≦ 0.71

≦ 0.29
≦ 0.33
≦ 0.36

　   t≦ 75
75< t≦ 100

100< t

≧ 885
≧ 865
≧ 865

950/1130
950/1130
930/1110

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 12
≧ 19
≧ 12

5号
5号
4号

　   t≦ 32
32< t

2.0t
2.5t 12<t － 60 ≧ 47

Ｊ
Ｆ
Ｅ-

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
規
格＊1） 試験方法・試験片：JIS Z 2241

＊2） 試験方法・試験片：JIS Z 2248
＊3） 試験方法・試験片：JIS Z 2242

規格名
（適用板厚 ｍｍ） 熱処理

化　　学　　成　　分　　（％） 引　　張　　試　　験＊ 1） 曲げ試験（180°）＊ 2） シャルピー衝撃試験（２ｍｍ V）＊ 3）

C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V Nb B PCM

降伏点又は耐力 引張強さ

（N/mm2）

伸び 曲げ半径 試験温度 吸収  
エネルギー
（J）

板厚
（ｍｍ）

板厚
（ｍｍ）

（N/mm2） 板厚
（ｍｍ）

（％） 試験片
板厚
（ｍｍ）

（試験片
   1号）

板厚
（ｍｍ）

（℃）

JFEーHITEN590
（6〜 150）

焼入　
焼戻し

≦ 0.16 0.15/0.55 ≦ 1.50 ≦ 0.025 ≦ 0.015 ≦ 0.30 ≦ 1.00 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.08 ー ー
　   t≦ 50
50< t≦ 75
75< t

≦ 0.44
≦ 0.46
≦ 0.48

≦ 0.26
≦ 0.28
≦ 0.28

ー ≧ 450 590/710
　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

－ 1.5t 12<t － 10 ≧ 47

JFEーHITEN610
（6〜 150）

焼入　
焼戻し

≦ 0.16 0.15/0.55 ≦ 1.50 ≦ 0.025 ≦ 0.015 ≦ 0.30 ≦ 1.00 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.08 ー ー
　   t≦ 50
50< t≦ 75
75< t

≦ 0.45
≦ 0.47
≦ 0.49

≦ 0.26
≦ 0.28
≦ 0.28

　   t≦ 75
75< t

≧ 490
≧ 470 610/730

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 19
≧ 27
≧ 19

５号
５号
４号

－ 1.5t 12<t≦ 32
32<t

－ 10
－ 15

≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN690
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.16 ≦ 0.35 ≦ 1.20 ≦ 0.025 ≦ 0.015 ≦ 0.40 ≦ 1.00 ≦ 0.70 ≦ 0.50 ≦ 0.08 ー ≦ 0.005 　   t≦ 50
50< t

≦ 0.54
≦ 0.58

ー
ー

　   t≦ 75
75< t

≧ 590
≧ 570 690/820

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 17
≧ 25
≧ 17

５号
５号
４号

　   t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12<t≦ 32
32<t≦ 50
50<t

－ 15
－ 20
－ 30

≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN710
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.16 ≦ 0.35 ≦ 1.20 ≦ 0.025 ≦ 0.015 ≦ 0.40 ≦ 1.00 ≦ 0.70 ≦ 0.50 ≦ 0.08 ー ≦ 0.005 　   t≦ 50
50< t

≦ 0.55
≦ 0.59

ー
ー

　   t≦ 75
75< t

≧ 620
≧ 600 710/840

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 17
≧ 25
≧ 17

５号
５号
４号

　   t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12<t≦ 32
32<t≦ 50
50<t

－ 15
－ 20
－ 30

≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN690M
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.14 ≦ 0.35 ≦ 1.20 ≦ 0.015 ≦ 0.015 ≦ 0.40 0.30/1.30 ≦ 0.70 ≦ 0.50 ≦ 0.05 ー ≦ 0.005 　   t≦ 50
50< t

≦ 0.53
≦ 0.57

ー
ー

　   t≦ 75
75< t

≧ 590
≧ 570 690/820

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 17
≧ 25
≧ 17

５号
５号
４号

　   t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12<t≦ 32
32<t≦ 50
50<t

－ 15
－ 20
－ 30

≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN710M
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.14 ≦ 0.35 ≦ 1.20 ≦ 0.015 ≦ 0.015 ≦ 0.40 0.30/1.30 ≦ 0.70 ≦ 0.50 ≦ 0.05 ー ≦ 0.005 　   t≦ 50
50< t

≦ 0.53
≦ 0.57

ー
ー

　   t≦ 75
75< t

≧ 620
≧ 600 710/840

　   t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 17
≧ 25
≧ 17

５号
５号
４号

　   t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12<t≦ 32
32<t≦ 50
50<t

－ 15
－ 20
－ 30

≧ 47
≧ 47
≧ 47

Ceq

＊1） 試験方法・試験片：JIS Z 2241
＊2） 試験方法・試験片：JIS Z 2248
＊3） 試験方法・試験片：JIS Z 2242
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高施工型高張力鋼板

‘U2’シリーズは、炭素量0.09％以下、溶接割れ感受性組成0.20％以下とそれぞれ低くし、不純物元素、微量元素を厳格にコ

ントロールしてあるため、溶接熱影響部の硬化が少なく、耐溶接低温割れ性に優れています。これらの特長は、球形タンクやペン

規格名
（適用板厚 ｍｍ） 熱処理

化　　学　　成　　分　　（％） 引　　張　　試　　験＊ 1） 曲げ試験（180°）＊ 2） シャルピー衝撃試験（２ｍｍ V）＊ 3）

C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V Nb B
              Ceq

PCM

降伏点又は耐力 引張強さ

（N/mm2）

伸び 曲げ半径 試験温度 吸収
エネルギー
（J）

板厚
（ｍｍ）

板厚
（ｍｍ）

（N/mm2）
板厚

（ｍｍ）
（％） 試験片

板厚
（ｍｍ）

（試験片
  1号）

板厚
（ｍｍ）

（℃）

JFEーHITEN570U2
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 0.15/0.55 ≦ 1.60 ≦ 0.025 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 － － － ≦ 0.20
 t≦ 16
16< t≦ 40
40< t≦ 75
75< t

≧ 460
≧ 450
≧ 430
≧ 420

570/700
 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

 t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t 12< t － 5 ≧ 47

JFEーHITEN590U2
（6〜 75）

焼入　
焼戻し ≦ 0.09 0.15/0.55 1.20/1.60 ≦ 0.025 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 － － － ≦ 0.20 － ≧ 450 590/710

 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

 t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

 6≦ t≦ 20
20< t≦ 32
32< t≦ 50
50< t

5
－ 5
－ 10
－ 20

≧ 47 **
≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN610U2
（6〜 75）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 0.15/0.55 1.20/1.60 ≦ 0.025 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 － － － ≦ 0.20 － ≧ 490 610/730
 t≦ 16
16< t≦ 50
20<t

≧ 19
≧ 27
≧ 19

５号
５号
４号

 t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

 6≦ t≦ 20
20< t≦ 32
32< t≦ 50
50< t

0
－ 5
－ 15
－ 25

≧ 47 **
≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN780EX
（6〜 60）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 ≦ 0.55 0.60/1.50 ≦ 0.015 ≦ 0.010 ≦ 0.50 0.30/1.50 ≦ 0.80 ≦ 0.60 ≦ 0.05 ≦ 0.03 ≦ 0.005 　 t≦34
34< t≦60

≦ 0.53 *
≦ 0.57 *

≦ 0.23
≦ 0.25

　 t≦ 50
50< t≦ 60

≧ 685
≧ 665

780/930
760/910

 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 16
≧ 24
≧ 16

５号
５号
４号

 t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12< t≦ 32
32< t≦ 60

－ 20
－ 25

≧ 47
≧ 47

大入熱溶接用高張力鋼板

溶接割れ感受性組成が低く、耐溶接割れ性に優れているとともに、エレクトロガス溶接等の大入熱溶接継手において優れた靭性を

示し、タンクその他の構造物製作に適しています。

規格名
（適用板厚 ｍｍ） 熱処理

化　　学　　成　　分　　（％） 引　　張　　試　　験＊ 1） 曲げ試験（180°）＊ 2） シャルピー衝撃試験（２ｍｍ V）＊ 3）

C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V Nb B PCM

降伏点又は耐力 引張強さ

（N/mm2）

伸び 曲げ半径 試験温度 吸収
エネルギー
（J）

板厚
（ｍｍ）

（N/mm2） 板厚
（ｍｍ）

（％） 試験片
板厚

（ｍｍ）
（試験片

  1号）
板厚

（ｍｍ）
（℃）

JFEーHITEN570E
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 0.15/0.55 ≦ 1.60 ≦ 0.020 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 ー ≦ 0.20
 t≦ 16
16< t≦ 40
40< t≦ 75
75< t

≧ 460
≧ 450
≧ 430
≧ 420

570/700
 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

   t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t 12<t － 5 ≧ 47

JFEーHITEN590E
（6〜 75）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 0.15/0.55 1.00/1.60 ≦ 0.020 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 ー ≦ 0.20 ー ≧ 450 590/710
　 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

    t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

6≦ t≦ 20
20< t≦ 32
32< t≦ 50
50< t

5
－ 5
－ 10
－ 20

≧ 47**
≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN610E
（6〜 75）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 0.15/0.55 1.00/1.60 ≦ 0.020 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 ー ≦ 0.20 ー ≧ 490 610/730
　 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 19
≧ 27
≧ 19

５号
５号
４号

      t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

6≦ t≦ 20
20< t≦ 32
32< t≦ 50
50< t

0
－ 5
－ 15
－ 25

≧ 47**
≧ 47
≧ 47
≧ 47

Ｊ
Ｆ
Ｅ-

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
規
格
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規格名
（適用板厚 ｍｍ） 熱処理

化　　学　　成　　分　　（％） 引　　張　　試　　験＊ 1） 曲げ試験（180°）＊ 2） シャルピー衝撃試験（２ｍｍ V）＊ 3）

C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V Nb B
              Ceq

PCM

降伏点又は耐力 引張強さ

（N/mm2）

伸び 曲げ半径 試験温度 吸収
エネルギー
（J）

板厚
（ｍｍ）

板厚
（ｍｍ）

（N/mm2）
板厚

（ｍｍ）
（％） 試験片

板厚
（ｍｍ）

（試験片
  1号）

板厚
（ｍｍ）

（℃）

JFEーHITEN570U2
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 0.15/0.55 ≦ 1.60 ≦ 0.025 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 － － － ≦ 0.20
 t≦ 16
16< t≦ 40
40< t≦ 75
75< t

≧ 460
≧ 450
≧ 430
≧ 420

570/700
 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

 t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t 12< t － 5 ≧ 47

JFEーHITEN590U2
（6〜 75）

焼入　
焼戻し ≦ 0.09 0.15/0.55 1.20/1.60 ≦ 0.025 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 － － － ≦ 0.20 － ≧ 450 590/710

 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

 t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

 6≦ t≦ 20
20< t≦ 32
32< t≦ 50
50< t

5
－ 5
－ 10
－ 20

≧ 47 **
≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN610U2
（6〜 75）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 0.15/0.55 1.20/1.60 ≦ 0.025 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 － － － ≦ 0.20 － ≧ 490 610/730
 t≦ 16
16< t≦ 50
20<t

≧ 19
≧ 27
≧ 19

５号
５号
４号

 t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

 6≦ t≦ 20
20< t≦ 32
32< t≦ 50
50< t

0
－ 5
－ 15
－ 25

≧ 47 **
≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN780EX
（6〜 60）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 ≦ 0.55 0.60/1.50 ≦ 0.015 ≦ 0.010 ≦ 0.50 0.30/1.50 ≦ 0.80 ≦ 0.60 ≦ 0.05 ≦ 0.03 ≦ 0.005 　 t≦34
34< t≦60

≦ 0.53 *
≦ 0.57 *

≦ 0.23
≦ 0.25

　 t≦ 50
50< t≦ 60

≧ 685
≧ 665

780/930
760/910

 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 16
≧ 24
≧ 16

５号
５号
４号

 t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

12< t≦ 32
32< t≦ 60

－ 20
－ 25

≧ 47
≧ 47

規格名
（適用板厚 ｍｍ） 熱処理

化　　学　　成　　分　　（％） 引　　張　　試　　験＊ 1） 曲げ試験（180°）＊ 2） シャルピー衝撃試験（２ｍｍ V）＊ 3）

C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V Nb B PCM

降伏点又は耐力 引張強さ

（N/mm2）

伸び 曲げ半径 試験温度 吸収
エネルギー
（J）

板厚
（ｍｍ）

（N/mm2） 板厚
（ｍｍ）

（％） 試験片
板厚
（ｍｍ）

（試験片
  1号）

板厚
（ｍｍ）

（℃）

JFEーHITEN570E
（6〜 100）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 0.15/0.55 ≦ 1.60 ≦ 0.020 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 ー ≦ 0.20
 t≦ 16
16< t≦ 40
40< t≦ 75
75< t

≧ 460
≧ 450
≧ 430
≧ 420

570/700
 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

   t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t 12<t － 5 ≧ 47

JFEーHITEN590E
（6〜 75）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 0.15/0.55 1.00/1.60 ≦ 0.020 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 ー ≦ 0.20 ー ≧ 450 590/710
　 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

    t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

6≦ t≦ 20
20< t≦ 32
32< t≦ 50
50< t

5
－ 5
－ 10
－ 20

≧ 47**
≧ 47
≧ 47
≧ 47

JFEーHITEN610E
（6〜 75）

焼入　
焼戻し

≦ 0.09 0.15/0.55 1.00/1.60 ≦ 0.020 ≦ 0.010 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.30 ≦ 0.06 ≦ 0.03 ー ≦ 0.20 ー ≧ 490 610/730
　 t≦ 16
16< t≦ 50
20< t

≧ 19
≧ 27
≧ 19

５号
５号
４号

      t≦ 32
32< t

1.5t
2.0t

6≦ t≦ 20
20< t≦ 32
32< t≦ 50
50< t

0
－ 5
－ 15
－ 25

≧ 47**
≧ 47
≧ 47
≧ 47

ストック、その他の構造物の溶接に効果を発揮し、ご好評をいただいています。

780EXは、高強度を維持しつつ、同様の設計思想により、耐溶接低温割れ性の優れた、主に橋梁用に開発された高張力鋼板です。

Ｊ
Ｆ
Ｅ-

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
規
格

＊  WES+Cu/13（Cu≧ 0.30）
** 6≦t≦8　　　　**	8<t≦10.5 　　　**	10.5<t<12
　24J（1/2サイズ）	 35J（3/4サイズ）	 39J（3/4サイズ）

＊1） 試験方法・試験片：JIS Z 2241
＊2） 試験方法・試験片：JIS Z 2248
＊3） 試験方法・試験片：JIS Z 2242

＊1） 試験方法・試験片：JIS Z 2241
＊2） 試験方法・試験片：JIS Z 2248
＊3） 試験方法・試験片：JIS Z 2242

** 6≦t≦8　　　　　**	8< t≦10.5 　　　  **	10.5<t<12　　　 
　24J（1/2サイズ）	 35J（3/4サイズ） 	 39J（3/4サイズ）



590S/690Sは、制御圧延（CR）によって製造され、それぞれ590N/mm2，690N/mm2 級の強度と優れた靭性を有する経済

的な非熱処理型高張力鋼板です。化学成分に配慮してあるため、良好な溶接性が得られ、建設機械、産業機械分野では寒冷地にお

ける用途にも適しています。780S/980Sは、高強度ながら合金元素添加量を最小限に抑え、溶接性と経済性を追及した、調質型

JFE-HITEN高張力鋼板12

    JFE規格 外観、形状、寸法　及びその許容差

590, 590U2, 590E
610, 610U2, 610E
690, 690M, 710, 710M
780EX, 780M
980

厚さ、幅および長さの許容差、平坦度、外観は、JIS G 3115による。

570U2, 570E
590S, 590SL
690S
780S, 780LE
980S, 980LE, HYD960LE, HYD1100LE

厚さ、幅および長さの許容差、平坦度、外観は、JIS G 3106による。

Ｊ
Ｆ
Ｅ-

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
規
格

産業機械・建設機械用高張力鋼板

外観、形状　および　寸法許容差

上記以外の規格も対応可能です。ご相談下さい。

規格名
（適用板厚 ｍｍ） 熱処理

化　　学　　成　　分　　（％） 引　　張　　試　　験＊ 1） 曲げ試験（180°）＊ 2） シャルピー衝撃試験（２ｍｍ V）＊ 3）

板厚
（ｍｍ） C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V Nb B Ceq PCM

降伏点又は耐力 引張強さ

（N/mm2）

伸び 曲げ半径 試験温度 吸収
エネルギー
（J）

板厚
（ｍｍ） （N/mm2）

板厚
（ｍｍ） （％） 試験片 板厚

（ｍｍ）
（試験片
　1号）

板厚
（ｍｍ） （℃）

JFEーHITEN590SA
（6〜40） 制御圧延

又は
TMCP

— ≦0.18 ≦0.55 ≦2.00 ≦0.030 ≦0.020 必要に応じて合金元素を添加 ≦0.45 —
— ≧ 450 590/710

 t≦16
16< t≦50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

 t≦32
32< t

1.5t
2.0t

— — —

JFEーHITEN590SB
（6〜40） — ≦0.18 ≦0.55 ≦2.00 ≦0.030 ≦0.015 必要に応じて合金元素を添加 ≦0.45 —          t≦12

  12< t
—

－ 10
—
≧ 47

JFEーHITEN590SL
（6〜50）

制御圧延
又は

TMCP
— ≦0.16 0.20/0.55 0.80/1.60 ≦0.030 ≦0.015 — — — ≦0.35 ≦0.08 ≦0.05 — ≦0.46 ≦0.22   t≦ 32

 32< t
≧ 450
≧ 430

590/710
570/705

  t≦16
16< t≦20
20< t

≧ 20
≧ 26
≧ 20

５号
５号
４号

— 1.5t    6≦ t≦36
  36< t

－ 40
－ 20

≧ 27 **
≧ 27

JFEーHITEN690S
（6〜25）

制御圧延
又は

TMCP
— ≦0.15 ≦0.55 ≦2.00 ≦0.030 ≦0.015 必要に応じてNb,V,Ti等の合金元素を添加 ≦0.50 — — ≧ 550 690/830  t≦16

16< t
≧ 17
≧ 25

５号
５号 — 1.5t   12< t － 10 ≧ 47

JFEーHITEN780S
（5〜160）

焼入
焼戻し

  t≦ 50 ≦0.25
≦0.55 ≦1.60 ≦0.030 ≦0.015

— — ≦0.70 ≦0.30
≦0.10

Ti:0.005/0.02
≦0.005

≦0.53
—   t≦ 75

  75< t≦ 160
≧ 685
≧ 665

780/930
780/930

 t≦16
16< t≦40
20< t

≧ 16
≧ 24
≧ 16

５号
５号
４号

 t≦32
32< t

1.5t
2.0t

    5≦ t≦12
  12< t≦20
  20< t≦32
  32< t≦160

—
－ 5
－ 15
－ 20

—
≧ 35
≧ 35
≧ 35

 50< t≦ 100 ≦0.20 ≦0.50 ≦0.50 ≦1.50 ≦0.60 Ti:0.005/0.02 ≦0.61
 100< t≦ 160 ≦0.18 ≦0.50 ≦0.50 ≦1.50 ≦0.60 Ti:≦0.03 ≦0.70

JFEーHITEN780LE
（5〜203.2）

焼入
焼戻し
又は

TMCP

 t≦19

≦0.20
≦0.40 ≦1.40

≦0.025 ≦0.015
— —

≦0.20 ≦0.15
≦0.08

≦0.03 ≦0.005

≦0.40*

— — ≧ 685 780/930
 t≦16
16< t≦40
20< t

≧ 16
≧ 24
≧ 16

５号
５号
４号

 t≦32
32< t

1.5t
2.0t

    5≦ t < 6
    6≦ t < 12
  12≦ t≦203.2

—
－ 40
－ 40

—
≧ 40 ***
≧ 40

  19< t≦32 ≦0.43*
  32< t≦40 ≦0.47*
  40< t≦50

≦0.80 ≦0.40
≦0.53*

  50< t≦70 ≦0.65*
  70< t≦160

≦0.18 ≦1.50
≦0.80

≦0.10
≦0.73*

 160<  t≦ 203.2 ≦0.55 ≦1.60 ≦0.60 ≦1.00 ≦0.60 ≦0.75*

JFEーHITEN980S
（5〜50.8）

焼入
焼戻し — ≦0.18 ≦0.35 ≦1.20 ≦0.020 ≦0.020 ≦0.70 ≦2.00 ≦0.80 ≦0.80 ≦0.08 ≦0.02 ≦0.005 ≦0.65 — — ≧ 885 950/1130

 t≦16
16< t≦50.8
20< t

≧ 12
≧ 19
≧ 12

５号
５号
４号

 t≦32
32< t

2.0t
2.5t

    5≦ t≦12
  12< t≦20
  20< t≦32
  32< t

—
－ 10
－ 25
－ 30

—
≧ 35
≧ 35
≧ 35

JFEーHITEN980LE
（5〜101.6）

焼入
焼戻し

 t≦32
   32< t≦50.8
50.8< t≦101.6

≦0.18 ≦0.40 ≦1.40 ≦0.020 ≦0.015 — —
≦0.80
≦1.50
≦1.50

≦0.60
≦0.80
≦0.80

≦0.10 ≦0.03 ≦0.005
≦0.58*
≦0.65*
≦0.71*

—   t≦ 50.8
50.8< t≦ 101.6

≧ 900
≧ 830

980/1150
880/1080

 t≦16
16< t≦50.8
20< t

≧ 12
≧ 19
≧ 12

５号
５号
４号

 t≦32
32< t

2.0t
2.5t

    5≦ t < 6
    6≦ t < 12
  12≦ t ≦ 101.6

—
－ 40
－ 40

—
≧ 40 ***
≧ 40

JFEーHYD960LE
（5〜63.5）

焼入
焼戻し
又は

TMCP

 t≦32 ≦0.18
≦0.70 ≦1.70 ≦0.020 ≦0.010 — — ≦1.00

≦0.60
≦0.08 — ≦0.004

≦0.64*
—

  t≦ 50.8 ≧ 960 980/1150  t≦40
40< t ≧ 12 ５号

４号 — 3.0t      5≦ t≦50.8
50.8< t≦63.5 － 40 ≧ 27****

≧ 19   32< t≦50.8
≦0.20 ≦0.90 ≦0.70*

50.8< t≦63.5 50.8< t≦ 63.5 ≧ 930 950/1120

JFEーHYD1100LE
（12〜32）

焼入
焼戻し — ≦0.20 ≦0.70 ≦1.70 ≦0.020 ≦0.010 — — ≦1.00 ≦0.90 ≦0.08 — ≦0.004 ≦0.70* — — ≧ 1100 1180/1500 — ≧ 12 ５号 — 4.0t — － 40 ≧ 27



高張力鋼板です。いずれも、板厚50ｍｍ以下の建設機械や産業機械用に広く適用されています。780LE 及びHYD960LE は、

制御圧延技術およびマイクロアロイング技術を適用した高張力鋼板です。化学成分を低く抑えることにより、溶接性が優れ、かつ

−40℃における優れた低温靭性を有しており、建設機械、産業機械分野の用途に適しています。
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*  C+Mn/6+（Cu+Ni）/15+（Cr+Mo+V）/5
** 6≦t＜8.5
   19J（1/2サイズ）
    8.5≦t≦12
    24J（3/4サイズ）  

*** 6≦t＜8.5 
     20J（1/2サイズ）
     8.5≦t<11
     30J（3/4サイズ）  

**** 6≦t＜8.5 
      14J（1/2サイズ）
      8.5≦t<11
      20J（3/4サイズ）  

Ｊ
Ｆ
Ｅ-

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
規
格

＊1） 試験方法・試験片：JIS Z 2241
＊2） 試験方法・試験片：JIS Z 2248
＊3） 試験方法・試験片：JIS Z 2242

規格名
（適用板厚 ｍｍ） 熱処理

化　　学　　成　　分　　（％） 引　　張　　試　　験＊ 1） 曲げ試験（180°）＊ 2） シャルピー衝撃試験（２ｍｍ V）＊ 3）

板厚
（ｍｍ） C Si Mn P S Cu Ni Cr Mo V Nb B Ceq PCM

降伏点又は耐力 引張強さ

（N/mm2）

伸び 曲げ半径 試験温度 吸収
エネルギー
（J）

板厚
（ｍｍ） （N/mm2）

板厚
（ｍｍ） （％） 試験片 板厚

（ｍｍ）
（試験片
　1号）

板厚
（ｍｍ） （℃）

JFEーHITEN590SA
（6〜40） 制御圧延

又は
TMCP

— ≦0.18 ≦0.55 ≦2.00 ≦0.030 ≦0.020 必要に応じて合金元素を添加 ≦0.45 —
— ≧ 450 590/710

 t≦16
16< t≦50
20< t

≧ 20
≧ 28
≧ 20

５号
５号
４号

 t≦32
32< t

1.5t
2.0t

— — —

JFEーHITEN590SB
（6〜40） — ≦0.18 ≦0.55 ≦2.00 ≦0.030 ≦0.015 必要に応じて合金元素を添加 ≦0.45 —          t≦12

  12< t
—

－ 10
—
≧ 47

JFEーHITEN590SL
（6〜50）

制御圧延
又は

TMCP
— ≦0.16 0.20/0.55 0.80/1.60 ≦0.030 ≦0.015 — — — ≦0.35 ≦0.08 ≦0.05 — ≦0.46 ≦0.22   t≦ 32

 32< t
≧ 450
≧ 430

590/710
570/705

  t≦16
16< t≦20
20< t

≧ 20
≧ 26
≧ 20

５号
５号
４号

— 1.5t    6≦ t≦36
  36< t

－ 40
－ 20

≧ 27 **
≧ 27

JFEーHITEN690S
（6〜25）

制御圧延
又は

TMCP
— ≦0.15 ≦0.55 ≦2.00 ≦0.030 ≦0.015 必要に応じてNb,V,Ti等の合金元素を添加 ≦0.50 — — ≧ 550 690/830  t≦16

16< t
≧ 17
≧ 25

５号
５号 — 1.5t   12< t － 10 ≧ 47

JFEーHITEN780S
（5〜160）

焼入
焼戻し

  t≦ 50 ≦0.25
≦0.55 ≦1.60 ≦0.030 ≦0.015

— — ≦0.70 ≦0.30
≦0.10

Ti:0.005/0.02
≦0.005

≦0.53
—   t≦ 75

  75< t≦ 160
≧ 685
≧ 665

780/930
780/930

 t≦16
16< t≦40
20< t

≧ 16
≧ 24
≧ 16

５号
５号
４号

 t≦32
32< t

1.5t
2.0t

    5≦ t≦12
  12< t≦20
  20< t≦32
  32< t≦160

—
－ 5
－ 15
－ 20

—
≧ 35
≧ 35
≧ 35

 50< t≦ 100 ≦0.20 ≦0.50 ≦0.50 ≦1.50 ≦0.60 Ti:0.005/0.02 ≦0.61
 100< t≦ 160 ≦0.18 ≦0.50 ≦0.50 ≦1.50 ≦0.60 Ti:≦0.03 ≦0.70

JFEーHITEN780LE
（5〜203.2）

焼入
焼戻し
又は

TMCP

 t≦19

≦0.20
≦0.40 ≦1.40

≦0.025 ≦0.015
— —

≦0.20 ≦0.15
≦0.08

≦0.03 ≦0.005

≦0.40*

— — ≧ 685 780/930
 t≦16
16< t≦40
20< t

≧ 16
≧ 24
≧ 16

５号
５号
４号

 t≦32
32< t

1.5t
2.0t

    5≦ t < 6
    6≦ t < 12
  12≦ t≦203.2

—
－ 40
－ 40

—
≧ 40 ***
≧ 40

  19< t≦32 ≦0.43*
  32< t≦40 ≦0.47*
  40< t≦50

≦0.80 ≦0.40
≦0.53*

  50< t≦70 ≦0.65*
  70< t≦160

≦0.18 ≦1.50
≦0.80

≦0.10
≦0.73*

 160<  t≦ 203.2 ≦0.55 ≦1.60 ≦0.60 ≦1.00 ≦0.60 ≦0.75*

JFEーHITEN980S
（5〜50.8）

焼入
焼戻し — ≦0.18 ≦0.35 ≦1.20 ≦0.020 ≦0.020 ≦0.70 ≦2.00 ≦0.80 ≦0.80 ≦0.08 ≦0.02 ≦0.005 ≦0.65 — — ≧ 885 950/1130

 t≦16
16< t≦50.8
20< t

≧ 12
≧ 19
≧ 12

５号
５号
４号

 t≦32
32< t

2.0t
2.5t

    5≦ t≦12
  12< t≦20
  20< t≦32
  32< t

—
－ 10
－ 25
－ 30

—
≧ 35
≧ 35
≧ 35

JFEーHITEN980LE
（5〜101.6）

焼入
焼戻し

 t≦32
   32< t≦50.8
50.8< t≦101.6

≦0.18 ≦0.40 ≦1.40 ≦0.020 ≦0.015 — —
≦0.80
≦1.50
≦1.50

≦0.60
≦0.80
≦0.80

≦0.10 ≦0.03 ≦0.005
≦0.58*
≦0.65*
≦0.71*

—   t≦ 50.8
50.8< t≦ 101.6

≧ 900
≧ 830

980/1150
880/1080

 t≦16
16< t≦50.8
20< t

≧ 12
≧ 19
≧ 12

５号
５号
４号

 t≦32
32< t

2.0t
2.5t

    5≦ t < 6
    6≦ t < 12
  12≦ t ≦ 101.6

—
－ 40
－ 40

—
≧ 40 ***
≧ 40

JFEーHYD960LE
（5〜63.5）

焼入
焼戻し
又は

TMCP

 t≦32 ≦0.18
≦0.70 ≦1.70 ≦0.020 ≦0.010 — — ≦1.00

≦0.60
≦0.08 — ≦0.004

≦0.64*
—

  t≦ 50.8 ≧ 960 980/1150  t≦40
40< t ≧ 12 ５号

４号 — 3.0t      5≦ t≦50.8
50.8< t≦63.5 － 40 ≧ 27****

≧ 19   32< t≦50.8
≦0.20 ≦0.90 ≦0.70*

50.8< t≦63.5 50.8< t≦ 63.5 ≧ 930 950/1120

JFEーHYD1100LE
（12〜32）

焼入
焼戻し — ≦0.20 ≦0.70 ≦1.70 ≦0.020 ≦0.010 — — ≦1.00 ≦0.90 ≦0.08 — ≦0.004 ≦0.70* — — ≧ 1100 1180/1500 — ≧ 12 ５号 — 4.0t — － 40 ≧ 27



用途と主な商品

各種橋梁に

	 JFE ー HITEN570U2

	 JFE ー HITEN570E

	 JFE ー HITEN690M

	 JFE ー HITEN780M

	 JFE ー HITEN780EX

石油タンクに

	 JFE ー HITEN610

	 JFE ー HITEN610U2

	 JFE ー HITEN610E

各種球形ホルダーに

	 JFE ー HITEN590, 610

	 JFE ー HITEN610U2

JFE-HITEN高張力鋼板14
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各種海洋構造物に

	 JFE ー HITEN590, 610

	 JFE ー HITEN590, 610U2

	 JFE ー HITEN690M

	 JFE ー HITEN780M

ゲート・水圧鉄管に

	 JFE ー HITEN590, 610

	 JFE ー HITEN590, 610U2

	 JFE ー HITEN780M

	 JFE ー HITEN980

各種建設・産業機械に

	 JFE ー HITEN590S

	 JFE ー HITEN690S

	 JFE ー HITEN780S

	 JFE ー HITEN780LE

	 JFE ー HITEN980S

	 JFE ー HITEN980LE

	 JFE ー HYD960LE

	 JFE ー HYD1100LE

JFE-HITEN高張力鋼板 15

用
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品質特性例

JFE-HITEN高張力鋼板16

規格名

引張試験 シャルピー衝撃試験

降伏強さ
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸び *
（%） 

温度
（℃）

方向
吸収エネルギー
（J）

JFEーHITEN610U2 534 624 31* － 10 L 275

通常の 590N/mm2級鋼 566 668 50 － 10 L 269
* JIS 4 号

規格名 板厚 mm C Si Mn P S PCM

JFEーHITEN610E 25 0.08 0.20 1.33 0.008 0.003 0.17

その他合金元素添加

化学成分

エレクトロガスアーク溶接継手特性

溶接条件 継手引張試験 シャルピー衝撃試験

開先 溶接材料
入熱

（kJ/cm）
引張強さ
（N/mm2）

試験位置
温度
（℃）

吸収エネルギー
（J）

5

35°

25

V形開先

DWS－1LG 120
617
618

溶接金属
0 113

－ 25 82

ボンド部
0 244

－ 25 171

HAZ中央
0 271

－ 25 171

化学成分	 （%）

規格名 板厚 mm C Si Mn P S PCM

JFEーHITEN780EX 34 0.08 0.20 1.05 0.004 0.001 0.22

機械的性質

引張試験 シャルピー衝撃試験

降伏強さ
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

   伸び *
（%） 

温度
（℃）

方向
吸収エネルギー
（J）

769 844 24 － 40 L 286

機械的性質

* JIS 4 号

y 形溶接割れ試験　JIS Z 3158

0

5

10

15

20

25

30

0 25 50 75 100 125
予熱温度（℃）

割
れ

率
(%

)

JFE-HITEN610U2
通常の590N/mm2級鋼

SMAW: LB-62UL
20℃-60%

y 形溶接割れ試験　JIS Z 3158

0

10

20

30

40

50

0 25 50 75 100 125 150
予熱温度(℃）

割
れ

率
(%

)

SMAW: LB-80UL
20℃-60%

通常の780N/mm2 級鋼

品

質

特

性

例

高施工型 590N/mm2 級高張力鋼板  JFE ー HITEN 610U2

大入熱溶接用 590N/mm2 級高張力鋼板  JFE ー HITEN 610E

高施工型 780N/mm2 級高張力鋼板 JFE ー HITEN780EX

規格名 板厚 mm C Si Mn P S PCM

JFEーHITEN610U2 75 0.08 0.26 1.44 0.005 0.002 0.18

通常の 590N/mm2級鋼 50 0.13 0.26 1.29 0.011 0.003 0.23

化学成分
（%）

その他合金元素添加

Cu, Ni, Cr 等合金元素添加

（%）
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板厚 mm C Si Mn P S PCM

75 0.09 0.25 1.14 0.005 0.001 0.27

引張試験  （1/4 t） シャルピー衝撃試験　（1/4 t）

降伏強さ
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸び *
（%） 

温度
（℃）

方向
吸収エネルギー

（J）

930 977 25
0 C 208

－ 60 C 158

溶接条件 継手引張試験 シャルピー衝撃試験

開先 溶接材料
入熱

（kJ/cm）
引張強さ
（N/mm2）

試験位置
温度
（℃）

吸収エネルギー
（J）

PFH－ 100J/US
－ 100J

45
977
981

溶接金属 109

ボンド部 － 10 136

HAZ中央 248

Cu, Ni, Cr 等合金元素添加

化学成分

* JIS 4 号

サブマージアーク溶接継手特性

y 形溶接割れ試験　JIS Z 3158

0

20

40

60

80

100

0 20 40 60 80 100 120 140
予熱温度　（℃）

割
れ
率
　
（
％
） 溶接棒：LB-80UL

同　　　LB-100J

SMAW
30℃-80%

品

質

特

性

例

高施工型 590N/mm2 級高張力鋼板  JFE ー HITEN 610U2 高施工型 980N/mm2 級高張力鋼板 JFE ー HITEN980

（%）

6

39

50°

60°

75

ルートキャップ0〜1

機械的性質



（一社）日本溶接協会

承認・認定一覧

強度グレード
船級

ABS LR NK DNVGL

570 A/D/E47 D/E46 A/D/E460 A/D/E460

610 A/D/E/F51 D/E50 A/D/E500 A/D/E500

670 A/D/E/F56 D/E55 A/D550 A/D/E550

720 A/D/E63 D/E62 A/D/E620 A/D/E620

770 A/D/E/F70 D/E69 A/D/E690 A/D/E/F690

強度グレード
認定取得済

JFE-HITEN規格

日本溶接協会規格

WES3001規格
該当記号

WES3009規格
該当記号

540 JFE-HITEN540S HW355RA －

590

JFE-HITEN590

HW450QB

－

JFE-HITEN590U2
HW450QCF

JFE-HITEN590E

JFE-HITEN590SB HW450NA －

610

JFE-HITEN610

HW490QB

－

JFE-HITEN610U2
HW490QCF

JFE-HITEN610E

690 JFE-HITEN690 HW550QB

710 JFE-HITEN710 HW620QB －

780 JFE-HITEN780 HW685QB

980 JFE-HITEN980 HW855QB －

船級協会
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1. はじめに	

JFE − HITENシリーズは、高強度にもかかわらず優れた加工性を示します。し

かしながら、加工あるいは施工にあたっては、機械的性質を損なわないように十

分配慮されることをお薦めします。

	

2. マーキング
	

鋼板を曲げるに際し、外面にタガネやポンチマークなどがあると割れの原因にな

りますのでご注意ください。

3. 切断、穴あけ	

打ち抜きによる穴あけは避け、ドリルの使用をおすすめします。JFE−HITENは

普通鋼板と同様に容易にガス切断できます。ガス切断によって硬化層ができますが、

その深さは2mm以下です。690N/mm2以上の鋼板を曲げ加工する場合は、あら

かじめ硬化層をグラインダーなどで除去しておくことをお奨めします。ガス切断

面を溶接する場合には、溶け込みの中に入るので必ずしもその必要はありません。

	

4. 冷間加工	

強度、特に降伏点が高いため、普通鋼板にくらべて曲げ加工には大きな力を必要

としますが、延性に富んでおりますので冷間加工は容易です。ただ普通鋼板にく

らべスプリングバックが大きいので、あらかじめ留意して加工する必要がありま

す。曲げの方向は、鋼板の圧延方向に平行にすることが望ましく、曲げ半径は使

用材料によって板厚の最小3〜 8倍程度を採用してください。ガス切断ままで

加工する場合は、適正な養生をしてください。

5. 熱間加工および温間加工

焼入、焼戻し鋼の場合は、焼戻し温度以上の温度で加工されると材質の劣化をき

たしますので、焼戻し温度を超えないよう注意してください。なお加工条件につ

いては、あらかじめご相談くださるようお願いします。制御圧延および TMCP

材の場合はご相談ください。

熱間加工は避けてください。

6. 応力除去焼鈍

応力除去焼鈍を行なう場合、事前にご相談ください。

焼入、焼戻し材の場合は焼戻し温度を超えない温度で行います。

制御圧延材、TMCP材は原則行いませんが、行う場合580℃以下の低い温度で

行うことをおすすめします。

高張力鋼板の加工および施工について高張力鋼板の加工および施工について
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７．溶接施工

　JFEーHITENは、一般に用いられる手溶接、自動および半自動溶接等によって満足すべき溶接継手が得られます。

　１）溶接材料

高張力鋼板の溶接は、溶接に伴う各種の欠陥の発生を防止するため、手溶接棒は低水素被覆の溶接棒、自動溶接用の

フラックスは塩基度の高い、溶着金属の靭性の優れたものを使用する必要があります。代表的な溶接材料を下表に示

します。

代表的な溶接材料一覧

強度水準 JFEーHITEN
被覆アーク溶接 サブマージ

アーク溶接
  CO2

アーク溶接
 Ar+CO2
アーク溶接

エレクトロガス
アーク溶接

神戸 * 神戸 * 神戸 * 神戸 * 神戸 *

590N/mm2級

590, 610
590S, 590SL
570U2, 590U2, 610U2
570E, 590E, 610E

LB62
LB62U
LB62UL
KSAー86

MF38×US40
MF38×US49
KBー110×KWー101B

MG60
DW60
KCー60

MIX60B
KMー60

DWS60G, 
DWS1LG

690N/mm2級
690, 710, 690S
690M, 710M

LB106 MF38×US70 MG70 MGS70 ー

780N/mm2級
780M, 780EX
780S, 780LE

LB116
LB80UL

PFH80AK×US80BN
PFH80AK×US80LT

MG80 MGS80 ー

980N/mm2級
980S
980　　

LB100B
LB100J

PFH100A×US100A
PFH100J×US100J

ー MGS100J ー

*㈱神戸製鋼所

　２）使用前の再乾燥

低水素系溶接棒を手溶接に使用する時には、あらかじめ350〜450℃で約１時間乾燥して下さい。自動溶接のフラッ

クスも、湿っている場合には、250〜 350℃で約１時間の充分な乾燥が必要です。

　３）開先加工

開先加工は、ガス切断等で行ないます。複雑な形状あるいは精度の高い加工が必要な場合には、機械加工によります。

　　　

代表的な開先形状
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　４）予熱処理

溶接の際の予熱は、使用材料、板厚、溶接方法、特殊な構造物、溶接部の拘束条件等、周囲の状況に応じ、条件を設定

してください。

590N/ｍｍ2級JFE− HITENは、予熱なしで突合せ溶接を行なうことが出来ますが、前記条件によっては、予熱するこ

とをお奨めします。予熱温度は50〜100℃で十分です。なお、割れ感受性の低い‘U’、‘E’シリーズでは、さらに予熱

低減を図ることが出来ます。

690N/ ｍｍ 2あるいはそれ以上の高張力鋼板では、100〜 175℃の予熱温度が必要ですが前記条件によっても適性

温度は変わってきますので、ご相談下さい。

なお、690N/ ｍｍ 2以上の高張力鋼板についても、−LE、−EXの予熱低減型高張力鋼板があります。

　５）仮付溶接

仮付溶接の場合も、溶接条件は本溶接と同様ですが、仮付ビードの長さは50ｍｍ以上が望まれます。また開先面以外

でのアークストライク等はしないようにして下さい。

　６）本溶接

①	スタート部では開先内で約30ｍｍのバックスタート法を行い、ストレートビードをご推奨します。

②	アーク長は、出来るだけ短く保ってください。

③	ウィービングを行わず、行うとしても棒径の1.5 倍以下にして下さい。

④	690N/ ｍｍ 2以上の場合、被覆アーク溶接では、図のようにテンパービード法をおすすめします。

⑤	低水素系の溶接棒では、イルミナイト系やセルロース系の棒に比べてスラグがとれにくいですが、必ずとってくだ

さい。予熱すると比較的とれやすくなります。

⑥	サブマージアーク溶接の場合は、熱影響部の脆化や軟化等の現象がありますので、溶接入熱にはご留意下さい。

⑦	予熱と同じく、層間温度にもご留意下さい。

テンパービード
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